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平成 23年度 精神保健福祉二重県大会リポート

云る平成 23年 9月 290■ 三奎嗅男夕共同参ロセンターにおいて 第 44回路わ保健福祉二重県大

会を鵬催いたしました この大会は精神保健福祉に震する知識の普及と精神障がい者の自立と社会参If

を目指して毎年行つています

精神保健や福祉 医療の現場で 特に功

積が頭著であると認められる[人 32名の

皆r●に対し会長妻
=を

行いました

個人表彰者 32名

上野 湾美 檬

柚原 ―之 様

大橋 初女 様

佐々木ふみ子様

和子 様

君子 檬
|

はるみ様 |

順子 様

松阪厚生病院

‐ 下平

1 清水 加奈子様 11野病院

森本  貢 構

丼上 幸子 練 総合心療センターひなが 丼村 克子 様

舘  II.. 嫌 川姉 八電子様

旨本

いすず会

(こころの医療センター家族会)

ボランティア団体 ベルの金

|● 様

大同 和子 様

平野 加代子様

ななくり会い 原病院家族会)

鈴鹿厚生病院

織 さくら病院

西丼 千代
=様

三重断洒新生会

坂丼 莫佐子様 はあヽ llttb3ether

内藤 摯盈 様  ボランティア団体 ほほえみ

仲  冒子 様  ポランティア団体 二重●つひら

田中 宣子 様 ボランティア団体 ハートフレ会土屋 重.. 様

東  律子 檬

西川 弘子 様 こころの医療センター

富嶋 まち子様

小規模十業所等の皆さんのこう九によ

り 展示即売会を門催しました.

=白
工夫を疑らした手工芸品やバン

ケー■などの販売をいたしました たく

さんの方にご覧いただくことができまし

た.あ りがとうございました。

J展 団体 iワ ークルーム彙反
=●

活動支援センター わかば共同作業所

スタジオビア エ房 T&T夢 の担クローバーハゥス

多度あやめ病院

佐藤 手代 様

巌口 美智子薇
北勢病院

伊藤 正美 様



'音
楽を聴くこと

カリズム運動 タンス 即興演奏 歌

療法でこころに癒しを♪」
講師 日本音楽凛法学会 赫 療法士 沢田富士子先生

受容的音楽療法

能動的青楽療洸

・楽・〓曰
一ｒ△

〓
一演一講

音楽療法は音楽というリズムを利用して〔う一種の心理療法です。音楽は人の動きを盛り上げてくれ

る力があります。腱でも平うに参加できるものであり 心や体に
"」

激を与え より雪かな生活を送ってい

ただくための手助けになると思います。

音楽凛法は残っている機能を弓き出し 次につないでいくきつかけを作る効果があります。「体を動か

,こ とJ「声を出すことJで 普段のストレスを解消し示す.失敗に終わらさず 成功体験につないでいく

ことが大事なことで ますは楽しいことが1番です.

誅た 集団音楽環法と徊人音楽療法にも分けられます

11呼 吸 法 呼級は感情の動きを左右するもので 心地よいものが重なると癒しにつながります.

ます 体に残つているいらない空気を吐き出します。錮く長く息を吐きながら体を

動かすと楽です 疲れている時は 深呼吸から始めるのではなく忠を吐くところか

ら始め その後深呼吸をしてまたゆつくり息を吐きます.

●リズム俸操 オリツナル「リハビリから生まれた音楽療法くるくるくるくる」より

～オリジナル由に合わせて～

●用起きる時はすくに起きあがらないで 手を伸ばしたり足を仲ばしたり 体を動かし 体をさする

よく体をさすった方が血・
~流

れがよくなりま
".C指のII操  グーチョキツヾ―.グーは力を入れる.チ ョキ ブヽ一はじっかりllIば します.

0日の体操  開けっ放しも閉じつばなしもダメ しつかリロを閉じ瞳を開きます.

C手首の体撮 指を開き手首をくるくる… 次は胸のあたりから手を前に出す

0首の体操  首には大事な神経がたくさんあるので くるくる回さず 大きく1回確実に回します

次は顔を上にあ|ザ また顔は下を見る.頭を起こして耳か胃につくように 反対劇も.

ゆつくりすると首筋も1■びます.

0からだをたたく 血の

“

lが良くなるようにまず手から肩まで.次はお願 足 足踏み 次は足を

イ●ばして.足首を由|ザてや1ま して.肩をたたきます.

0首の筋内を強くする 頭を動かさないで おでこに両手を当てて頭と手の押し合いです

0発声練習や□のまわりの運動 など

詈楽はペンで
=き

留めない 心の口紀だと思つています.20咸の頃何   音楽は「音を楽し

してたの?と中かれても思い出せないけど 歌を唄うことで走馬燈のよう  OJと 書き議す。今

にいろんなことが浮かんできます.声を出すことはからだに良tヽ ことです。  回は 楽器やボール

がらだも動かさないと動かなくなるように 戸も出さないと出づらくなり  を使い 笑顔がたえ

ます。みなさんは生まれながら1[臭なつた「声 という楽器を持つています。  ない内容となり そ

その楽8を ちゃんと使つて欲しいです。しっかりお願のにから声を出しま  の楽しさを体験 理

しょう。また 実顔で:6す と一番きれい0声が出ます."は健,チ ェックに  解していただけた

もなります.腱かに呼ばれていい返事が出来たら健康な証拠です.      構浸でした。



平成23年度二重県精神保健福祉協議会

助成・奨励団体 活動紹介
当協議会では 普及啓発活動 調査研究事業 精神保健福祉に固する活動を行つている団体に対して

勁咸又は受励を行つています 今Eはそのうちの3団 IIの活動内容につt,て ご紹介をいたします.

翌
ヽ

平成元年から 二重県ここうの健康センターで精神保撻ボランティア教室を開催し 受講生がポラン

ティアグルーフを作り活動を始めました その後

`俣
健所においても賛成講座が開催され

=地
域にボ

ランティア団体が結成されました.各地域での活動と合わせて 県内でまとまつたも動が必要と考え 平

成 11年降 神保健ボランティア連絡協議会い 結成されました。縮.1会は現在の名称に変更し 全県的な

ネットワーク作り 情報交換や県全体のポランティア活動等を行つています.

| ,ウ

=月
□́定例会

●こころのボランティアの実い&総会 毎年 10開催 =地域で持ちロリ 平■ 23年度 ま 曖 言時

精神1黒撻福祉ボランティアに呵ができる0な が議題

=二
重 県 ふ れ あ い ス ポ レ ク 票

三重県障 がい者 スポー ツ大会

こころの医療センターしっとこ察

ヽ

プ
体力測定ブースの開設

●陥 神保僅福祉ポランティア全国の実tヽ

精神障がい者の居場所づくりを■

心に各地域でポランティア活動を行

つています !

定倒会では 各地域の活動状況報

告にとどまらず 県全体の動きや地

域の精神保健福IIlな どの情報交換の

場となつています。

への参加 (二重県では平成 13年 に開催)

各地域によつて 家族会や作業所等と連携するなど

事情は異なりますが 地地域の活動を取り入れる0ど

定例会での報告を,考に発展的な活動を行つています 1

地域で行われるイベントに 他地域のポランティア

団体が協力するなど 今後も各地域間の協力 連携を

進めたり 就労支援 在宅支援なども行いたいです |

日曰市

鈴 鹿

津

伊 勢

志 摩

, 賀

ハー トフル会

ベルの会

二重てのひら

ふわぁっと

きんよう会(当事者会支援)施設給食づくり など

当事者サロン フリース ―ヽス支援 事業所昼食づくり など

当手者サロンの運営 など

当事者会支援 家族会支援 施設運営支援 など

チーム笑美 S

ほほえみ

障がい者就労支援サロン など

当事者支援 施設運営支援 など

0



伊勢地域には当事者会がなかつたので こころの病を持った人たちが「安心して出かけられる場J

「社会参加の場」「笑顔と悩みを失有できる場J恥間作りJを 曰的に 平成22年 12月 に設立しました.

f笑顔でつながるみんなの元気」をキャツチフレーズに いうんな

“

題で盛り上がっています。ます

はゆつくりくつろtヽで 織談から始めてみませんか.不定期ですが「病を語ろうJ際
=に

揚えるJ「 S

ST(社会生活技能ヨI糠 )」 などのプログラムも行つています.SSTは輻床心理士に隣師を依頼し

大変好評でした。

次回がクリスマス会を予定しているため クリスマスの節りを作成しながらのおしゃべり。

趣味の話で感り上がる輪 病気の症状で生活や就業がしにくい状況など自分の思いをボランティ

アさんに語る輸 情報交換やアドレス交換を■う輪など あらこちでもに花が咲いていました。

チラシを手に 初めて参加された方は緊張した面持ちでいましたが ボランティアさんの湿かい声

かけと明るい雰囲気で次第に緊張慰も和らいだようでした.

病名は違うけど き

こころの病をもつてい

て 共感できるよね

出会いがあって

つながりが増える

よね

活動曰

":毎
月第 1 第3水曜日

活動場所 「綴 (え に し)の 家 J

当事者男

“

名 女l■ 3名

ボラン
=rヽ

名 関係機関2名

コミュニケーシ

ョンがとれて ガ

ス抜きができる

女性や若い人

が多く 雰囲気

が明るいよね

つ

たよりになるボランティアさんが

いる。当事者だけで運営するのは難し

い。元気な人が必要だよね

午後1的 30分～3時 30分

伊勢市御薗町商向927 いせ在宅医療クリニックとなり

0



私たちの周りには 深亥惨 悩みや心已ごとを持ちながら身近に相談する人もなく一人で古しんで

いる人たち また 自殺にまで迫い込まれようとしている人たちがいます。

そのような人たちと 電話を通して対話することにより 再び生きる勇気と希望を持たれるよう支

援することを目的として 白殺予防のためのに お相談Jを行っています。

…

“

,0い
"●平成 12年 1月 8曰

5月 8日

平申 3年 5月 13日

二重いのちの電あ協会設立

特定非営利活動法人として配IIを受 する

開局(●邸相談港勁開始)

女性 3954件 516%
″ 496イ牛   65%

E圏 曖 l・B

合計 7665件

 ́753件  98%)

●口 0■ 0-● ●
フ
ー

0120-oo

現在80名のポランティア電:き相談員が 3650年中無体で 自殺につながる深刻なあらゆる狙談

に対応しています.

<2011年電話10談状況>
1ね慶件数   男性 3711件 484%

(う ち自殺志向  ́257件 33%
",ヽ

 5● ,!■ζ●

イ

~~~… ~~~~~

21e談者の年齢別順位

男性 ●30代 (918件)●20代(533件)340代 (523件 )

女性 ●40代(779件)●00代 (6'9件)●50■〈524件 )

3問餞別相談件致〈男女合計)

●保億医療 2062件(269%) 2人生 1412件 (184%)

0対人慟係 870件 (114●.) c家族 680件 (39%) 0性  596件 (78%)

く4つのお願い>
1 ひとりで悩まないでお電話ください.

0名前は明かさなくて結■です 0相談は無料です 0秘0は守ります

2●殺したいと思つている人●■0ころをIIけましょう。

●必ずサインを出しておられます。そのサインにく気づき>心からく傾聴>し訳しょう.

3あなたも「聴くJことのポランティアをはじめませんかも

●少しでも多くの相談が受けられるよう相談時間の拡ヽが,められています.

あな7_も哺嵌員姜成講座」を受けて「白殺予防のためのボランティア電話相談瓢 こなつてください。
4資金ポランティアとして いのちの電話を支えてください。

「三二いのちの電話協会Jは 国税庁から「認定特定す1営イ」活動法人Jと して認定されています.

イロ人や法人が寄付された場合 寄付者唸 賛助会員)こ税制上の腱 措置が受けられます.

，
′

　

、

三二県精神保撻福祉会 二重県断洒新生会 二重グルクその他●
~助

成団体紹介

0



平成23年の東日本大驚災では暮大な被
=が

あり 二重県内においても台風12号による紀伊半島大水

害で大きな被害がありました。住まいを失い 避難生活を余儀なくされている方や 自宅が直接枚害を

受けなくても ライフラインや公■交通機関が寸断され 日常生活ができなくなつた方が多くいました.

このような予期せぬ災害に達遇した時 情神障がい者の方に限らず 多くの方が状況を把握したり

逗難場所への移動がスムーズにできません。そのような時 障がい者本人及び月りの人たちは どのよ

うな行動を取ればよいでしょうか.

●あわてず落ち看きましょう

●危険からからだを守りましょう

● 人でどうしようもないときは人を呼は しょう

●安全なとこう こ行きましょう

●わがりやすいこと|ぎや短い文章で ..を してください

0周囲の状況がわからず バニックに陥っているときは「大丈夫Jやf助けに叉たよJと

声をかけ ,心するように落ち薔かせてください

●安全な場所まで誘導してください

●できるだけ早く 家族や作業所などに連絡を取つてください

★連絡先は防災カード(第20号 )などを確認してください

e正確な情報が受け取れない

0自 分の意思をうまく
=え

られない

0バニックに陥つてしまうことがある

●栞を毎日飲んでいるけど 病院に取tlに行サないし― どうしよう.

●週難所ですごせるだろうか―

眠れる?家族と一緒にいられる?知つている人がいる?自分のスペースがあるか不安

■
'こ

●[lnt事 はたくさんあると,い ます

「自動J「夫助」「公助, それそれの役割を持って大害対応力を高め 連携して災客に備えましよう.

「自動J 自分でできることをいいます。自らの命は 自ら守るということです。

月りの人に「助けてJ と戸を出すことも 「自動  に含まれます.

「共助」 個人の力だけでは解決が困難なことを 地域住民や事業所 ボランティアの人たちが自

=防
ヽ組織を結成して地域で協力し行うことをいいます 普段からjl域とのつながり

を持つことが 避難所での不安を少●●くしてくれます.

「公助J 個人や地域の力では解決できないことについて 県や市BJ消防 警景 自衛はなど公的機同

が行うことをいい■す。先の震災では 国の要請で派遣された「こころのケアチームJが絶談

を受けました。また福祉還難所についても各市町で設置帖 Jがされているところです。



興型的な例
ある晩突然

"悸
息苦しさ 手のしびれ 全身が硬直する感じ 死

ぬのではという強い不安 〔襲われました 救急外来では異常腱 く 症

ゲも治まつたため帰宅 以後 壺悸や.Dま しヽを伴う発午があり 発作が

起こらないが不安で夜も田・ ません 外出も 人で行けなくなりました。

t,くつかの病院で検査を受けましたが異常はなく 愴 律神経失謁症J

「′J暉神経i」 と言われました。しかし ,3Jを :'用しても良くなりま

せん 精神料を受診しに 場恐怖を伴うバ■,ク障害Jと診断されました.

突然のハニック発作を繰

り返し 'も つと発作が起

こるのでは 「′し畷発作を

起こすのではJ「気がEう

のではないかJと常 [大き

な不安を抱え 9常活動に

大きな支障が出る病気を

バニック陣宮といいます

「 パ ニ ッ ク 障 害 に つ い て 」 二重県こころの健康センター 担 雄 朗

症状は?〔パニック発作から予期不安 広場恐怖に〕
症11ま 動悸 発汗 震え 胸月 息きしさ 吐き気 崚3不唄呼 めまい感■4つ以上が実然出現し 10,以内に

頂点に達します 発牛は15～90分ほどで治まりますが
‐
また発作が記こるのでは というに 手不安Jを持つよう

になり 発■と震連する場所やサ況を避けようとします 8-9書|=, 、ヽに「広塀う怖Jや「●t会不安障害(第 9号参

照たI● どが併発します。は場■柿では 公共の桑り物 百速道路 あらたまった宴席・●ど 上げ出せない場所や驚

けのない状況を■れます。_ヽでの外出ができ,生活に大きな支障を及ぼし うつ病を,発すも,も多いです

れ な性格め薦こ起こりやすいの?
几帳コ まじめて責任感が強tヽ 緊張し

やすtヽ 何かしないと落ち着かなtヽ 否定

的な節 を恐l・ る 自己主張できなtヽ 潜

在∞な不安を抱くなど.男性の 17●● 女

性の51ヽ 20-30航代に多いです

パニック発作を起こしている火 0ヽ
周りの対応は?

落ち看いてご本人を支えましょう 楽な

姿勢をとってもらtヽ 背中をさすり 手を

握つて「大ェ大よ と声をかけます.―に

にな式]J級 をする0も よいです 「天叉

夫?」 と買岡するのはヽ効果です

治療 はどうするの ?
Cバニ

"発
作C治療ISSRI Sヽ 印 等 l つ薬ま有就ですが Ⅲ

果に■間がかかり 初率 こはヽンソジアゼ

ビン系ll入,薬を学n.

=予
期不2の治療 1■うつ柔で発た消矢■ 次難 子千不安も

軽快します.記知 行動●7法t有効

'こ
場恐価の治療 :「露療tという不安や■

“

を感じる場・ |や

状況にあえて衆 さらす行動療itl有効.

具体的な手順

:不T 恐怖の場面を書き出しランク付け

'不
安の弱tヽものから取り泊む

=最
初は人 [付き添われ最終的に単

`ま

F動

1不要でも逃げなt,

:回じ場面で侵り返し鰹験な員む

パニツク発作時に自分ててきる対処法は?
発作時は取り

`tす

ことが多いですが 対処】を知ることが大切 自分に合った万沐を見つけましょう

i自然におまるので怖がらない ●うつ状せや前輌姿勢で腹式呼吸をする

1追呼扱ではなを長く吐く    ,症状を葵で消すより受■ヽ れようと心がい  1冷ttヽ本を飲こ  など

生活で心がける予防法は?
J疲れをためなしヽ |お酒や煙草●フェインを控える ,早寝早達きで規,t正しい生活


